
    

本

来

、

検

閲

は

民

主

主

義

に

な

じ

ま

ず

、

現

憲

法

で

も

禁

じ

ら

れ

て

い

ま

す

が

、

戦

後

の

民

主

改

革

は

、

占

領

軍

の

検

閲

の

も

と

で

す

す

め

ら

れ

た

と

い

う

側

面

を

も

ち

ま

す

。

そ

れ

が

、

特

に

精

巧

な

組

織

を

も

っ

て

実

施

さ

れ

た

の

は

、

昭

和

二

〇

年

（

一

九

四

五

）

九

月

か

ら

の

四

年

間

で

、

対

象

は

、

新

聞

・

雑

誌

・

書

籍

・

台

本

・

広

報

印

刷

物

な

ど

、

あ

ら

ゆ

る

表

現

活

動

に

及

び

、

郵

便

物

の

抜

き

取

り

検

査

や

電

話

の

盗

聴

で

さ

え

頻

繁

に

行

わ

れ

ま

し

た

。

検

閲

の

痕

跡

自

体

が

検

閲

さ

れ

た

と

い

い

ま

す

。 

そ

の

四

年

間

に

収

集

さ

れ

た

新

聞

・

雑

誌

類

の

サ

ン

プ

ル

は

、

「

プ

ラ

ン

ゲ

文

庫

」

の

名

で

ア

メ

リ

カ

・

メ

リ

ー

ラ

ン

ド

大

学

の

図

書

館

に

保

存

さ

れ

て

き

ま

し

た

。

新

聞

・

雑

誌

と

も

各

一

万

数

千

タ

イ

ト

ル

に

及

ぶ

膨

大

な

コ

レ

ク

シ

ョ

ン

で

す

。

そ

の

一

部

は

マ

イ

ク

ロ

フ

ィ

ル

ム

な

ど

の

形

で

里

帰

り

を

は

た

し

、

い

ま

国

会

図

書

館

で

閲

覧

可

能

に

な

っ

て

い

ま

す

。 

Ｆ

Ｉ

Ｌ

Ｅ

印

が

残

る

、

下

記

の 

    『

荒

中

新

聞

』（
昭

和

二

四

年

七

月

一

八

日

発

行

）
は

、
「

プ

ラ

ン

ゲ

文

庫

」

中

の

一

品

で

す

。

新

制

荒

井

中

学

校

は

創

立

三

年

目

、

新

築

校

舎

が

よ

う

や

く

完

成

し

分

校

移

転

が

完

了

し

た

頃

、「
豊

か

な

文

藻

を

、

美

し

い

詩

情

を

、

眞

に

学

校

新

聞

に

生

か

し

て

学

校

民

主

化

の

さ

き

が

け

た

ら

ん

」

と

す

る

新

聞

部

が

活

動

し

て

い

ま

し

た

。 

生

徒

た

ち

の

文

章

は

、

半

世

紀

前

の

荒

井

村

付

近

住

民

の

暮

ら

し

ぶ

り

を

も

彷

彿

さ

せ

る

の

で

す

が

（

入

浜

式

塩

田

の

見

学

記

も

あ

り

ま

す

）
、
検

閲

な

し

に

同

紙

の

保

存

が

な

ら

な

か

っ

た

と

す

れ

ば

、

少

々

歴

史

の

皮

肉

を

感

じ

ま

す

。 

（

高

砂

市

史

編

さ

ん

専

門

委

員

 

大

森

 

実

） 
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新
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